
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「人間性豊かで、知性にあふれ、心身ともにたくましい実

践力のある生徒の育成」を達成するために、「自分たちの自治力で活動する

生徒」の育成と、教職員は「協働体制と機動力」

を掲げています。そして、「ICT を活用した授業

改善」「明中授業スタイルの確立」「自主性・自治

力（学校づくり）」「自主性・自治力（学級づくり）」

「思いやる心」「生徒支援」の６つのチームがそ

れぞれの取組指標を定め計画的に実践を行って

います。 

今後は、協議の際に確認した「言葉の力、表現

力」のように、学校をあげて育成を目指す（教科

横断的な）資質・能力を、より明確にされてみて

はいかがでしょうか。このような上位目標を決めることで、行事などを企画する際に、目的の共通理

解が行われやすくなり、実際の方法や手段は担当者に任せることができます。そのことで、担当者の

当事者意識が高まり、それぞれの担当者による協働的な新たなアイディア生まれ、より効果的、効率

的な実践へとつながるとが期待されます 

参考資料「中学校学習指導要領解説 総則編 pp48―52 ２教科等横断的な視点に立った資質・能力 ア 言語能力 

授業から学ぶ 

本校は「うれしい

授業」を授業力向上

のテーマとしていま

す。そのため、生徒が

できるようになって

「うれしい」、発表が

できて「うれしい」

等、生徒が「うれしか

った」と感じる授業

をめざしています。校長先生も日常的に授業を観察され、提案授業においては教師や生徒の良い所を

中心に示しながら、他の先生方にも伝えています。そのため、今回参観した授業においても、男女の

仲が良く教室内で自分の意見を言えるいい雰囲気があり、お互いを認め合えることができていました。 

今後は指導案を作成する際、ねらいについては、「追求対象、着眼点、到達点」の視点で作成されて

みることや、「振り返り」を教師が願う具体的なゴールの姿を「生徒を主語」にして表記してみてはい

かがでしょうか。そして、教師が考えた「振り返り」と生徒が実際に書いたものとの違いを分析をし

たり、「めあて」との連動、評価規準との整合性について互見授業を通して協議したりすることで授業

改善がより推進されると思いました。 
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